
(指導員派遣料　４時間未満＠4,000円/人）

５　教材費は、講習内容に応じて負担をお願いします。　（教材費欄参照）

NO． 短期講習名 内容 標準時間数 準備物 教材費等

・手当の基本 白板 「知っておきたいこどもの看病

・心肺蘇生 ・靴を脱ぐ会場 又は 手当のしかた」　　　　＠53円

・AEDを用いた電気ショック  敷物 一方向弁付き吹き込み用具

・一次救命処置（PBLS）の手順 　　　　　　　　　　　　＠157円

・気道異物除去の手順 練習用フェイスシールド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　等 ※動きやすい服装 　　　　　　　　　　　　＠127円

　　以上の項目の学科と実技

・子どもに起こりやすい事故 白板

・事故の誘因と予防

・子どものけが 【各自が持参するもの】

　　〇  きず ・大判ハンカチ　1枚

　　〇　頭部のけが (目安50ｃｍ×50ｃｍ程度）

　　〇　打撲　〇骨折　など ・風呂敷又はスカーフ1枚

・手当の実際　　　　　　　等

　　　以上の項目の学科と実技

・子どもに起こりやすい事故 白板 ＊実技はありません

・事故の誘因と予防

・子どものけがと急病

　　〇  きず

　　〇　誤飲・誤嚥・窒息

　　〇　溺水　〇熱傷

　　〇　熱中症　　　　　　　　等

　　　　　　　以上の項目の学科

・こどもの病気について 白板

・いつもと違う！と思ったら・・・ ＊実技はありません

・起こりやすい症状と手当 　

　　○　　発熱　　　○　けいれん

　　○　咳　　　　　　　○　 嘔吐

　　○  食物アレルギーなど

・病気の予防

・医師へのかかり方　　　　　等

　　　　　　　以上の項目の学科

・災害への備え 白板 「避難生活支援講習ハンドブック

・避難生活 その他 　　災害が起こったときに　　」

・乳幼児と保護者の避難生活と支援 ※申込時に説明・相談 　＠５３円

・知って役立つ技術

　　（ホットタオルの作り方など）

・避難生活における支援にあたって

　　　　　以上の項目の学科と実技

赤十字の講習実施について
１　次の一覧表から、受講したい項目No.等をお知らせください。

２　受講者１０名以上で実施してください。

３　一覧記載の時間は、標準ですので、ご都合に合わせて加減できますが、少なくとも１時間は必要です。

４　原則として、1人の指導員を派遣します。（受講者数と内容により指導員派遣数が変更になることがあります。）

６　講習は、学科と実技を行いますので、実技ができる会場が必要です。

７　指導員派遣の都合上、開催希望日の３か月以上前にお申込みください。

CS2

子どもに
起こりやすい
事故の予防と

応急手当
(けがの手当）

２時間～

９０分

赤十字幼児安全法　「短期講習」一覧

CS1
乳幼児の

一次救命処置
（ＡＥＤ＋CPR）

２時間～

CS3

子どもに
起こりやすい
事故の予防と

応急手当
(熱傷など）

２時間～

CS4
子どもの病気と
看病のしかた

２時間～

CS5
災害時乳幼児
生活支援講習


